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論

説

高
句
麗
に
お
け
る
中
国
王
朝
の
地
方
行
政
制
度
の
影
響
に
つ
い
て

両
漢
魏
晋
南
北
朝
の
地
方
行
政
機
構
と
の
比
較
を
中
心
に

�
東

俊

は

じ

め

に

古
代
東
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
は
従
来
、
中
国
王
朝
の
法
制
度
が
周
辺
諸
国

(

主
に
朝
鮮
三
国
と
古
代
日
本)

に
受
容
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ

て
き
た
が
、
具
体
的
に
特
定
の
国
家
に
お
い
て
ど
の
時
期
の
中
国
王
朝
の
法
制
度
が
受
容
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
古
代
東
ア
ジ
ア
の
国

際
秩
序
に
お
け
る
各
国
の
役
割
の
面
か
ら
説
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
朝
鮮
三
国
の
法
制
度
が
東
ア
ジ
ア
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
古
代
東
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
に
お
け
る
各
国
の
役
割
を
明
ら
か
に

す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

高
句
麗
は
中
国
王
朝
と
の
活
発
な
交
流
と
抗
争
の
中
で
国
家
が
発
展
し
た
と
認
識
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
句
麗
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に
お
け
る
法
制
度
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
制
定
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
中
国
王
朝
の
影
響
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
関
心
も
具
体
的
な
研
究
も
不
足
し
て
い
る
。
法
制
度
の
中
で
も
地
方
行
政
制
度
は
、
民
衆
支
配

の
核
心
で
あ
る
た
め
よ
り
重
要
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
の
検
討
対
象
で
あ
る
高
句
麗
の
地
方
行
政
制
度
は
、
具
体
的
な
史
料
が

不
足
し
研
究
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
そ
の
理
由
は
地
方
行
政
制
度
の
運
用
実
態
を
窺
え
る
史
料
が
ほ
と
ん
ど
見
え
ず
、
単
に
地
方
行

政
機
構
の
存
在
と
そ
の
構
成
を
伝
え
る
史
料
し
か
残
っ
て
い
な
い
点
に
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
そ
の
地
方
行
政
機
構
は

中
国
王
朝
の
影
響
下
で
制
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

高
句
麗
に
お
け
る
地
方
行
政
機
構
に
つ
い
て
は
、
六
世
紀
中
葉
以
降
に
南
北
朝
の
州
・
郡
・
県
体
制
か
ら
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ

た
と
い
う
三
層
説
が
通
説
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
三
層
説
は
、『

翰
苑』

・『

旧
唐
書』

な
ど
に
見
え
る

｢

大
城
・
諸
城
・
諸
小
城
・
城｣

の
関
係
を

｢

大
城
―
諸
城
―
諸
小
城
・
城｣
と
い
う
三
層
と
見
な
し
、『

隋
書』

な
ど
に
見
え
る

｢

内
評
外
評
五
部
褥
薩｣

を
め
ぐ
る

解
釈
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る

(

１)
(

詳
し
く
は
第
一
節
で
後
述)

。

し
か
し
、
三
層
説
は
現
存
し
て
い
る
断
片
的
な
史
料
に
対
す
る
解
釈
の
み
に
依
存
し
て
お
り
、
前
後
の
時
代
及
び
当
時
の
周
辺
諸
国

と
の
比
較
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
根
拠
が
不
足
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
も
そ
も
三
層
説
が
提
示
さ
れ
る
に
至
っ
た
原
因
は
、

六
世
紀
中
葉
以
降
に
お
け
る
高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
の
改
編
と
い
う
事
実
を
過
大
評
価
し
、
そ
れ
を
高
句
麗
に
お
け
る
中
央
集
権
体

制
の
成
立
と
国
家
の
先
進
性
を
裏
づ
け
る
も
の
と
し
て
認
識
し
た
こ
と
に
あ
る
。
だ
が
、
地
方
行
政
制
度
の
内
容
と
そ
の
発
展
段
階
を

詳
し
く
検
討
し
た
う
え
で
中
央
集
権
体
制
の
成
立
と
国
家
の
先
進
性
を
論
じ
る
必
要
性
が
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
高
句
麗
に
お
け
る
地
方
行
政
機
構
に
つ
い
て
、
両
漢
魏
晋
南
北
朝
の
そ
れ
と
比
較
し
、
六
世
紀
中
葉
以
降
に
お
け
る
所
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謂
｢

三
層
説｣

を
検
討
す
る
。
ま
た
、
高
句
麗
が
中
国
王
朝
の
地
方
行
政
機
構
を
受
容
し
た
経
路
も
推
定
し
て
み
た
い
。

本
稿
の
検
討
対
象
は

｢

制
度
と
し
て
の
地
方
官｣

(

以
下
、
本
稿
で
は

｢

制
度
と
し
て
の
地
方
官｣

を

｢

地
方
官｣

と
い
い
、｢

人
格
と
し
て

の
地
方
官｣
で
あ
る

｢

地
方
官
人｣

と
区
別
す
る)

の
構
成
と
職
掌
で
あ
る
。
地
方
官
の
構
成
と
職
掌
は
地
方
行
政
機
構
の
中
心
で
あ
り
、

な
か
で
も
高
句
麗
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
史
料
が
集
中
的
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
主
に
褥
薩
の
起
源
と
性

格
、
道
使
の
役
割
、
可
邏
達
・
婁
肖
の
派
遣
範
囲
な
ど
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
中
国
王
朝
の
地
方
官
の
受
容
と
変
容
に
加
え
て
、
そ
れ

ら
と
当
時
の
時
代
状
況
の
齟
齬
に
も
注
意
し
た
い
。

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
に
関
す
る
史
料
と
先
行
研
究
を
再
検
討
し
、
歴
代
中
国
王
朝
の
地
方
行
政
機
構
の

変
遷
を
整
理
し
た
う
え
で
、
高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
に
関
す
る
史
料
と
比
較
す
る
。
ま
た
、
ど
の
時
期
の
中
国
王
朝
の
地
方
官
が
高

句
麗
の
地
方
行
政
機
構
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

一

高
句
麗
と
中
国
王
朝
の
地
方
官

(

一)

高
句
麗
の
地
方
官
と
大
城
・
諸
城

六
世
紀
中
葉
以
降
の
高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
に
関
す
る
史
料
は
、
す
べ
て
中
国
王
朝
側
の
伝
世
文
献
で
あ
る

(

２)

。『

三
国
史
記』

な

ど
に
は
地
方
官

(

ま
た
は
地
方
官
人)

と
解
さ
れ
る
も
の
に
関
す
る
記
事
が
極
め
て
少
な
い
た
め
、
高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
を
論
じ
る

た
め
に
は
中
国
王
朝
側
の
伝
世
文
献
を
検
討
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

(

３)

。
ま
た
、
中
国
王
朝
側
の
伝
世
文
献
の
編
纂
者
は

中
国
側
の
読
者
に
内
容
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
、
歴
代
中
国
王
朝
の
地
方
行
政
機
構
に
関
す
る
理
解
を
前
提
と
し
て
高
句
麗
の
地
方
行

高
句
麗
に
お
け
る
中
国
王
朝
の
地
方
行
政
制
度
の
影
響
に
つ
い
て�
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政
機
構
に
つ
い
て
記
録
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
史
料
の
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
歴
代
中
国
王
朝
の
地
方
行
政
機

構
の
変
遷
を
念
頭
に
置
い
て
そ
れ
と
高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
を
比
較
す
る
作
業
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
外
評
五
部
に
関
し
て
は

『

隋
書』

巻
八
一
、
高
句
麗
伝
の
記
事
を
見
る
と
、

復
た��
外�
五
部
褥�
有
り

(

４)

。

と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
あ
る
。
一
つ
目
は
、
そ
れ
を

｢

復
た��
・
外�
・
五
部
に
褥�
有
り｣

と
訓
読
し
、｢

五
部
＝
王
都｣
と

｢

内
評
＝
畿
内

(

京
畿)｣

を
区
別
す
る
見
方
で
あ
る

(

５)

。
二
つ
目
は
、
そ
れ
を

｢

復
た��
・
外�
の

五
部
に
褥�
有
り｣

と
訓
読
し
、｢
内
評
五
部｣

と

｢

外
評
五
部｣

の
存
在
を
想
定
す
る
見
方
で
あ
る

(

６)

。

し
か
し
、
前
者
は
六
世
紀
中
葉
以
降
に
王
都
五
部
と
は
異
な
る

｢

内
評
＝
畿
内｣

の
存
在
を
、
後
者
は
外
評
五
部
の
存
在
を
証
明
し

が
た
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、『

北
史』

巻
九
四

高
麗
伝
に
は

｢

復
た��
五
部
褥�
有
り｣

と
あ
り
、
第
三
の
見
方

が
提
起
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

諸
説
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
外
評
五
部
を
広
域
の
行
政
区
域
と
想
定
せ
ず
、
褥
薩
を
最
上
位
の
地
方
官
と
認
め
て
い
る
点
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
外
評
五
部
の
存
在
を
否
定
す
る
意
見
は
、｢
五
部
＝
王
都
の
部
族
的
な
区
画

(

ま
た
は
行
政
的
な
区
画)｣

と
把
握
し
て
い
る

(

７)

が
、
部
族
的
な
区
画
と
し
て
の
五
部
は
、
平
壌
遷
都
以
前
に
な
く
な
り
、
そ
の
範
囲
が
王
都
よ
り
広
く

｢

内
評
＝
畿
内｣

に
似
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る

(

８)

。
五
部
を
平
壌
遷
都
以
降
の
王
都
の
行
政
区
域
と
把
握
し
て
も
、
別
の
畿
内
が
史
料
か
ら
見
つ
か
ら
な
い
た
め
、
現
在

の
状
況
で
は

｢

内
評
＝
畿
内｣

か
ど
う
か
は
判
断
し
が
た
い
。

外
評
五
部
の
存
在
を
認
め
る
先
学
は
、
軍
事
的
な
性
格
を
強
調
し
軍
管
区
と
し
て
理
解
し
て
い
る

(

９)

。
こ
の
見
解
で
は

『

隋
書』

高
句
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麗
伝
の
記
事
を

｢

復
た��
・
外�
の
五
部
に
褥�
有
り｣

と
訓
読
し
、｢

内
評
五
部｣

と

｢

外
評
五
部｣

の
存
在
を
想
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、｢

内
評｣

と
対
比
さ
れ
る

｢

外
評｣

の
存
在
は
十
分
に
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の

｢

外
評｣

が
実
際
に

｢

五
部｣

で
あ
っ
た
か

は
検
証
し
が
た
い
。

つ
ま
り
、『
隋
書』

と

『

北
史』

に
見
え
る

｢

五
部｣

は
平
壌
遷
都
以
降
の
も
の
で
あ
る
た
め
に
王
都
の
部
族
的
な
区
画
と
は
認
め

が
た
い
が
、
王
都
の
行
政
区
域
と
い
う
概
念
が
含
ま
れ
る
と
見
な
し
て
も
大
過
な
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
王
都
の
行
政
区
域
で
あ
る

｢

五

部｣

が

｢

内
評
五
部｣
を
指
す
の
か
、
あ
る
い
は

｢

内
評
＝
畿
内｣

・｢

外
評｣

と
は
異
な
る
も
の
を
指
す
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
た

が
っ
て
、『

隋
書』

の
記
事
を
ど
の
よ
う
に
訓
読
す
る
か
は
現
在
の
状
況
で
は
判
断
を
留
保
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

し
か
し
、『

隋
書』

の
記
事
か
ら
最
上
位
の
地
方
官
で
あ
る
褥
薩
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
史
料
上
に

現
れ
て
い
る
褥
薩
の
役
割
を
分
析
し
て
み
れ
ば
、
褥
薩
が
ど
の
よ
う
な
職
掌
と
位
置
づ
け
を
有
す
る
地
方
官
で
あ
る
か
を
把
握
で
き
る
。

褥
薩
に
関
す
る
史
料
と
し
て
、『

三
国
史
記』
巻
二
一
、
高
句
麗
本
紀
九
・
宝
臧
王
上
の
四
年

(

六
四
五)

五
月
条
が
あ
る
。

①
北
部
耨�
の
高
延
壽
・
南
部
耨�
の
高
惠
眞
、
我
軍
及
び
靺
鞨
兵
十
五
萬
を
帥
い
て
安
市
を
救
う
。
…
延
壽
・
惠
眞
、
其
の
衆

三
萬
六
千
八
百
人
を
帥
い
て
降
る
を�
い
、
軍
門
に
入
り
て
拜
伏
し
命
を�
う
。
帝
、
耨�
已
下
の
官
長
三
千
五
百
人
を�
ら
び
、

之
を�
地
に�
す
。
餘
は
皆
な
之
を
縱
ち
、�
壤
に�
ら
し
む
。
…
高
延
壽
を
以
っ
て
鴻
臚�
と
爲
し
、
高
惠
眞
を
司
農�
と
爲

す
。

②
高
延
壽
・
高
惠
眞
、
帝
に�
い
て
曰
く
、｢

…
烏
骨
城
耨�
、
老
耄
し
て
堅
く
守
る
能
わ
ず
、
兵
を
移
し
て
之
に
臨
め
ば
、
朝

に
至
れ
ば
夕
に
克
つ
。
其
の
餘
の
當�
の
小
城
、
必
ず
風
を
望
み
て
奔
潰
せ
ん
。
然
る
後
其
の
資
糧
を
收
め
、
鼓
行
し
て
前
め
ば
、

高
句
麗
に
お
け
る
中
国
王
朝
の
地
方
行
政
制
度
の
影
響
に
つ
い
て�
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�
壤
は
必
ず
守
ら
れ
ず

(�)
。｣

『
旧
唐
書』

・『

新
唐
書』

の
高
麗
伝
な
ど
に
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
褥
薩
の
役
割
を
示
す

史
料
は
見
ら
れ
な
い
。

①
は
北
部
・
南
部
の
耨
薩

(

褥
薩
の
異
表
記
。
以
下
、｢

褥
薩｣

と
統
一
す
る)

で
あ
る
高
延
寿
・
高
恵
真
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
両

人
は
一
五
万
の
大
軍
を
率
い
て
い
る
指
揮
官
で
あ
り

(�)
、
唐
に
降
服
す
る
際
に
も
全
軍
の
代
表
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
降

服
し
て
か
ら
鴻
臚
卿
・
司
農
卿

(

従
三
品)

に
な
っ
て
お
り
、
高
句
麗
で
も
か
な
り
高
い
官
位
を
持
っ
て
い
た
官
人
で
あ
っ
た

(�)

。
①
の

北
部
・
南
部
が
五
部
か
内
評
五
部
か
外
評
五
部
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
が
、
ど
れ
が
妥
当
で
あ
る
か
は
こ
の
史
料
だ
け
で
は
判
然

と
し
な
い
。

②
は
烏
骨
城
の
褥
薩
が
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
の
か
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
烏
骨
城
は
王
都
で
も
畿
内
で
も
な
い
地
方

で
あ
る
た
め
、
そ
の
褥
薩
は
内
評
五
部
ま
た
は
内
評
に
置
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
地
方
の
大
城
に
置
か
れ
た
も
の
と
見
て
間
違
い
な

い
。
問
題
は
こ
れ
を
外
評
五
部
に
置
か
れ
た
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
②
で
高
延
寿
・
高
恵
真
は
烏

骨
城
が
陥
落
す
る
と
、
そ
の
周
辺
の
小
城
も
唐
軍
に
寝
返
っ
て
く
る
と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
両
人
の
話
か
ら
烏
骨
城
に
は
か
な

り
多
く
の
軍
資
と
軍
糧
が
あ
る
こ
と
も
窺
え
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
烏
骨
城
は
広
い
範
囲
の
軍
管
区
を
統
轄
す
る
拠
点
で
あ
る
と
推
定

さ
れ
る
。
そ
の
広
い
範
囲
の
軍
管
区
が
外
評
五
部
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
烏
骨
城
は
そ
の
数
が
幾
つ
か
分
か
ら
な
い
外
評
と

呼
ば
れ
る
軍
管
区

(�)

の
治
所
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

高
句
麗
が
地
方
行
政
機
構
を
設
置
し
た
時
代
背
景
を
考
え
れ
ば
、
外
評
が
存
在
し
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
高
句
麗
は
五
世
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紀
に
強
い
王
権
の
下
で
政
治
的
に
安
定
し
た
が
、
六
世
紀
前
半
か
ら
王
位
を
め
ぐ
る
争
い
が
頻
発
し
政
治
的
に
不
安
定
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
六
世
紀
中
葉
以
降
は
、
突
厥
の
勢
力
拡
大
と
北
周
の
華
北
統
一
な
ど
が
続
き
、
効
率
的
な
防
御
体
制
の
必
要
性
が
高
く
な
る
時
期

で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
下
で
設
置
さ
れ
た
地
方
行
政
機
構
で
あ
れ
ば
、
行
政
的
な
側
面
よ
り
は
軍
事
的
な
側
面
が
重

視
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、『

隋
書』

に
見
え
る

｢

外
評｣

が

『

三
国
史
記』

の
記
事
か
ら
広
域
の
軍
管
区
で
あ
る
可
能

性
を
想
定
で
き
、
そ
の

｢

外
評｣

の
最
上
位
の
地
方
官
と
し
て
褥
薩
が
存
在
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
、｢

内
評｣

・｢

外
評｣

と
の
関
係
が
判
断
で
き
な
い
も
の
の

｢

五
部｣

の
地
方
官
と
し
て
褥
薩
が
存
在
し
た
こ
と
も

『

三
国
史
記』

な
ど
か
ら
確
認
で
き
た
。

高
句
麗
に
は
褥
薩
以
外
に
も
多
様
な
地
方
官
が
存
在
し
た
。
次
に
高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
を
伝
え
る

『

翰
苑』

巻
三
〇
、
高
麗
伝

を
見
る
と
、

官
は
九
等
を
崇
ぶ
。
高
麗
記
に
曰
く
、｢
…
又
た
其
の�
大
城
に�辱�
を
置
き
、�
督
に
比
す
。�
城
に
處
閭�
支
を
置
き
、
刺

史
に
比
し
、
亦
た
之
を�
使
と
謂
う
。�
使
の
治�
は
之
を
名
づ
け
て
備
と
曰
う
。�
小
城
に
可
邏�
を
置
き
、
長
史
に
比
す
。

又
た
城
に
婁�
を
置
き
、
縣
令
に
比
す
。
…｣
と

(�)
。

と
あ
り
、
同
様
の
内
容
を
伝
え
る

『

旧
唐
書』

巻
一
九
九
上
、
高
麗
伝
を
見
る
と
、

外
に
州
縣
六
十
餘
城
を
置
く
。
大
城
に�辱�
一
を
置
き
、�
督
に
比
す
。�
城
に�
使
を
置
き
、
刺
史
に
比
す
。
其
の
下
に
各
々

僚
佐
有
り
、
曹
の
事
を
分
掌
す

(�)
。

と
あ
る
。『

翰
苑』

高
麗
伝
所
引
の

『

高
麗
記』

(

以
下
、『

高
麗
記』

と
略
称
す
る)

は
、
六
四
一
年
に
高
句
麗
に
使
行
し
て
き
た
唐
の
陳

大
徳

(

職
方
郎
中)

が
帰
国
後
に
高
句
麗
の
地
理
・
風
俗
関
係
の
情
報
を
ま
と
め
た
報
告
書
で
あ
る
と
推
定
さ
れ

(�)
、
七
世
紀
前
半
に
お

高
句
麗
に
お
け
る
中
国
王
朝
の
地
方
行
政
制
度
の
影
響
に
つ
い
て�
東
俊
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け
る
高
句
麗
の
地
理
・
風
俗
関
係
の
情
報
を
伝
え
る
同
時
代
史
料
と
し
て
史
料
的
価
値
が
高
い
と
評
価
で
き
る
。『

高
麗
記』

か
ら
は
、

大
城
に
は
都
督
に
相
当
す
る�辱
薩

(

褥
薩
の
異
表
記
。
以
下
、｢

褥
薩｣

と
統
一
す
る)

を
、
諸
城

(

備)

に
は
刺
史
に
相
当
す
る
処
閭
近
支

(

道
使
。
以
下
、｢

道
使｣

と
統
一
す
る)

を
、
諸
小
城
に
は
長
史
に
相
当
す
る
可
邏
達
を
、
城
に
は
県
令
に
相
当
す
る
婁
肖
を
置
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

諸
小
城
の
可
邏
達
は
長
史
に
相
当
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
両
漢
魏
晋
南
北
朝
に
お
い
て
長
史
は
地
方
行
政
機
構
の
補
佐
官
と

し
て
属
僚
を
統
轄
す
る
上
佐
で
あ
り
、『

高
麗
記』

の
よ
う
に
地
方
行
政
機
構
の
責
任
者
と
し
て
現
れ
て
い
る
の
は
、
東
晋
・
南
北
朝

に
お
け
る
長
史
が
都
督
・
刺
史
に
属
し
て
彼
ら
を
輔
佐
し
な
が
ら
治
所
の
郡
を
管
轄
し
た
事
例

(�)

し
か
な
い
。
そ
れ
以
降
、
隋
の
文
帝
期

に
は
総
管
府
と
州
に
長
史
を
置
い
た
が
、
煬
帝
期
に
州
の
長
史
と
総
管
府
が
廃
止
さ
れ
、
唐
初
に
は
総
管
府

(

都
督
府)

が
復
活
し
た

が
、
長
史
は
高
宗
が
即
位

(

六
四
九)

す
る
ま
で
復
活
し
な
か
っ
た

(�)
。

つ
ま
り
、『

高
麗
記』

が
編
纂
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
六
四
一
年
頃

(

具
体
的
に
は

『

高
麗
記』

に
基
づ
い
て
高
句
麗
遠
征
の
計
画
を
立
て
た

六
四
四
年
以
前)

に
は
唐
に
都
督
府
と
州
は
存
在
し
た
が
、
そ
こ
に
長
史
は
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の

｢

長
史｣

は
東
晋

〜
隋
の
文
帝
期
に
存
在
し
た
も
の
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
隋
の
文
帝
期
に
は
総
管
府
と
州
の
長
史
が
治
所
の
県
を

管
轄
し
た
事
例
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、『

高
麗
記』

の
長
史
は
東
晋
・
南
北
朝
の
そ
れ
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
東
晋
・
南

北
朝
に
お
け
る
長
史
は
職
掌
な
ど
が
変
化
せ
ず
基
本
的
に
将
軍
府
の
所
属
で
あ
る
た
め
、
可
邏
達
の
軍
事
行
政
的
性
格
が
窺
え
る

(�)

。

一
方
、
婁
肖
に
つ
い
て
は

『

高
麗
記』

以
外
に
関
連
史
料
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
そ
れ
と
同
様
の
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る

｢

県
令｣

か
ら
そ
の
役
割
と
位
置
づ
け
を
推
定
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
県
令
は
県
の
長
官
で
あ
り
、
漢
代
以
来
、
そ
れ
と
関
わ
る
変
化
は
、

東
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そ
の
上
官
が
両
漢
魏
晋
南
北
朝
の
よ
う
に
太
守
で
あ
る
か
隋
唐
の
よ
う
に
刺
史
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
。『
高
麗
記』

に
見
え
る
県
令
は
太
守
と
一
緒
に
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
隋
唐
の
よ
う
に
そ
の
上
官
は
刺
史
で
あ
る
。

『

高
麗
記』
に
見
え
る
長
史
は
東
晋
・
南
北
朝
の
そ
れ
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
れ
は
都
督
ま
た
は
刺
史
の
上
佐
と

し
て
治
所
の
郡
を
管
轄
し
、
行
政
上
で
は
太
守
と
同
格
で
あ
っ
た
。
特
に

『

高
麗
記』

に
太
守
が
一
緒
に
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注

目
す
れ
ば
、
そ
こ
に
見
え
る
長
史
は
行
政
上
で
県
令
と
同
格
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
諸
小
城
の
可
邏
達
は
城
の
婁
肖
の

上
位
で
は
な
く
行
政
上
の
同
格
で
あ
り
、
褥
薩
に
直
属
し
軍
事
的
に
重
要
な
城

(

諸
小
城)

を
治
め
る
地
方
官
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

『

旧
唐
書』

高
麗
伝
か
ら
は
、
大
城
・
諸
城
の
合
計
が
六
〇
余
で
あ
り
、
大
城
に
は
都
督
に
相
当
す
る
褥
薩
一
人
を
、
諸
城
に
は
刺

史
に
相
当
す
る
道
使
を
、
褥
薩
・
道
使
の
下
に
僚
佐

(『

新
唐
書』

高
麗
伝
に
は

｢

参
佐｣

。
以
下
、｢

僚
佐｣

と
統
一
す
る)

を
置
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
大
城
・
諸
城
を
併
せ
て
数
え
て
お
り
、
上
下
関
係
を
設
定
せ
ず
に
同
様
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、

褥
薩
と

｢

州
縣
六
十
餘
城｣

の
僚
佐
に
類
似
す
る
記
述
が

『

周
書』

(

対
象
年
代：

五
三
五
〜
五
八
一)

高
麗
伝
に
見
え
る

(�)

の
で
、
上
記
の

よ
う
な
地
方
行
政
機
構
は
六
世
紀
中
葉
か
ら
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

七
世
紀
中
葉
に
つ
い
て
記
し
た
諸
史
料
に
は
高
句
麗
の

｢
遼
東
城
長
史｣

と
そ
の
属
僚
で
あ
る

｢

部
下｣

・｢

省
事｣

が
見
え

(�)

、
こ
の

遼
東
城
長
史
は
遼
東
城
の
可
邏
達
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。
遼
東
城
は
墓
誌
史
料
に
よ
る
と
褥
薩
の
駐
在
地
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

(�)

、

褥
薩
の
下
に
可
邏
達
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『

周
書』

・『

旧
唐
書』

の
高
麗
伝
に
基
づ
く
と
、
褥
薩
が
治
め
る
大
城
と
道

使
が
治
め
る
諸
城
は
共
に
僚
佐
を
配
置
し
て
お
り
、
大
城
と
諸
城
が
同
様
の
構
造
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

(�)
た
め
、
道
使
の
下
に

高
句
麗
に
お
け
る
中
国
王
朝
の
地
方
行
政
制
度
の
影
響
に
つ
い
て�
東
俊
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も
可
邏
達
が
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
褥
薩
と
道
使
は
共
に
そ
の
下
に
僚
佐
を
置
き
、
可
邏
達
が
そ
れ
ら
の
僚
佐
を

上
佐
と
し
て
統
轄
し
た
と
見
て
大
過
な
か
ろ
う
。

『

高
麗
記』
と

『

旧
唐
書』

高
麗
伝
に
お
け
る
問
題
点
は
、
高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
を
大
城
・
諸
城
―
諸
小
城
・
城
の
二
層
と
想

定
す
る
か
、
大
城
―
諸
城
―
諸
小
城
・
城
の
三
層
と
想
定
す
る
か
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
両
説
に
お
い
て
異
な
る
部

分
は
褥
薩
・
道
使
の
関
係
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
相
当
す
る
中
国
王
朝
の
都
督
・
刺
史
の
関
係
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
に
お
け
る
三
層
説
は
、『

高
麗
記』

に
重
点
を
置
き
、
大
城
―
諸
城
―
諸
小
城
・
城
の
三
層
と
し
て
想
定

す
る
も
の
で
あ
る

(�)
。
し
か
し
、
褥
薩
・
道
使
を
各
々
都
督
・
刺
史
に
擬
え
る
こ
と
は
唐
初
の
認
識
で
あ
る

(�)

。
唐
初
の
都
督
は
、
軍
令
権

を
持
た
ず
、
そ
の
役
割
は
軍
事
行
政
上
・
行
政
手
続
き
上
で
は
管
轄
内
の
刺
史
か
ら
奏
上
さ
れ
た
文
書
や
物
資
を
ま
と
め
て
中
央
政
府

に
送
る
こ
と
に
留
ま
り
、
行
政
上
は
刺
史
と
同
様
に
県
令
を
統
轄
し
た
の
で
、
刺
史
と
ほ
ぼ
同
格
で
あ
る

(�)

。
さ
ら
に
、
褥
薩
に
つ
い
て

は
先
述
し
た
よ
う
に
軍
事
的
役
割
に
関
す
る
史
料
し
か
伝
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
道
使
を
統
轄
す
る
行
政
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と

を
示
す
史
料
は
見
出
せ
な
い
。
ま
た
、
三
層
説
は
六
世
紀
中
葉
以
降
を
対
象
と
し
、
四
世
紀
〜
六
世
紀
前
半
に
お
い
て
は
守
事

(

太
守)

―
宰
と
い
う
二
層
の
地
方
官
に
よ
る
拠
点
支
配
を
想
定
し
て
い
る

(�)
。

一
方
、
高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
に
お
け
る
二
層
説
は
、『
旧
唐
書』

高
麗
伝
に
重
点
を
置
き
、
大
城
・
諸
城
―
諸
小
城
・
城
の
二

層
と
し
て
想
定
す
る
も
の
で
あ
る

(�)
。
先
述
の
よ
う
に
褥
薩
を
都
督
に
、
道
使
を
刺
史
に
擬
え
る
こ
と
は
唐
初
の
認
識
で
あ
る
た
め
、
二

層
説
で
は
両
者
の
関
係
を
同
格
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。
二
層
説
は
六
世
紀
中
葉
以
降
を
対
象
と
し
、
四
世
紀
〜
六
世
紀
前
半
に
お
い

て
は
守
事

(

太
守)

―
宰
と
い
う
二
層
の
地
方
官
を
想
定
し
な
が
ら
、
一
時
期
守
事

(

太
守)

の
治
め
る
地
方
行
政
機
構
の
代
わ
り
に
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郡
が
設
置
さ
れ
た
と
想
定
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
に
お
い
て
大
城
の
褥
薩
と
諸
城
の
道
使
は
、
行
政
上
で
は
ほ
ぼ
同
格
で
あ
る
唐
初
の
都
督
と
刺

史
に
擬
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
同
じ
層
の
地
方
官
と
し
て
見
な
し
て
も
大
過
な
か
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
三
層
説
よ
り

は
二
層
説
の
方
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
の
検
討
結
果
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、〈
図
１
〉
の
よ
う
に
な
る
。

(

二)

両
漢
魏
晋
南
北
朝
の

地
方
官
と
州
・
郡
・
県

高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
と
比
較
す
る
た
め
に
、

ま
ず
両
漢
魏
晋
南
北
朝
の
そ
れ
を
検
討
す
る
。
簡

単
に
ま
と
め
れ
ば
、
漢
代
の
地
方
行
政
機
構
は
郡

県
を
中
心
と
し
た
が
、
魏
晋
南
北
朝
に
な
る
と
州

の
刺
史
や
都
督
が
地
方
行
政
機
構
の
中
心
と
な
る

な
ど
の
変
化
が
起
き
た
。
た
だ
し
郡
県
の
地
方
官

は
後
述
す
る
よ
う
に
変
動
も
少
な
く
、
本
稿
で
議

論
す
べ
き
高
句
麗
の
地
方
官
と
の
類
似
性
も
そ
れ

高
句
麗
に
お
け
る
中
国
王
朝
の
地
方
行
政
制
度
の
影
響
に
つ
い
て�
東
俊
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[

図
１]

六
世
紀
中
葉
に
お
け
る
高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
と
地
方
官

〈

〉
内
は

『

高
麗
記』

で
擬
え
ら
れ
た
中
国
王
朝
の
地
方
官
。

大
城
・
諸
城

可邏達〈長史〉

僚佐 (参佐)

大城：褥薩〈都督〉

諸城：道使 (処閭近支)〈刺史〉

諸
小
城：

可
邏
達
〈
長
史
〉(

兼)

諸
小
城
・
城

城：

婁
肖
〈
県
令
〉



ほ
ど
見
ら
れ
な
い

(�)
の
で
、
郡
県
の
地
方
官
に
つ
い
て
は
変
遷
を
簡
単
に
ま
と
め
る
だ
け
に
留
め
て
お
き
た
い
。

州
に
関
し
て
各
時
代
別
の
変
化
を
確
認
す
る
と
、
前
漢
に
お
け
る
刺
史
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
単
な
る
監
察
官
に
過
ぎ
な
い
と
い
う

意
見
が
多
い

(�)
。
設
置
当
初
か
ら

｢

行
政
監
督
権｣

を
も
っ
て
い
た
と
い
う
議
論
も
あ
る
が

(�)

、
こ
れ
に
対
し
て
は
異
論
が
あ
る

(�)

こ
と
か
ら
、

本
稿
で
も
監
察
官
と
す
る
見
方
に
従
い
た
い
と
思
う
。

刺
史
の
職
権
範
囲
に
つ
い
て
は
、
後
漢
で
は
軍
事
権
・
行
政
権
が
共
に
ま
だ
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
は
曹
魏
に
確
立
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る

(�)
。
後
漢
代
に
は
、
軍
事
権
は
大
規
模
な
反
乱
な
ど
太
守
の
軍
事
力
で
は
抑
え
ら
れ
な
い
場
合
の
み
、
軍
事
監
督
の
形
で

与
え
ら
れ
て
い
る

(�)
。
行
政
権
に
つ
い
て
は
、
時
代
の
進
展
に
つ
れ
て
郡
太
守
と
同
様
の
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
り

(�)

、
そ
の
下
に
従
事

史
・
仮
佐
な
ど
の
属
僚
を
設
置
し
て
州
治
に
常
駐
す
る
よ
う
に
な
っ
た

(�)
が
、
そ
の
主
な
職
掌
は
依
然
と
し
て
太
守
・
県
令
の
監
察
で
あ
っ

た

(�)
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
後
漢
末
に
な
っ
て
か
ら
変
化
し
、
刺
史
は

｢

監
軍
使
者｣

を
兼
ね
て
将
軍
号
を
帯
び
る

｢

州
牧｣

と
し
て
独

立
勢
力
化
し
始
め
、
軍
事
監
督
権
と
徴
兵
・
徴
税
な
ど
の
行
政
権
を
一
部
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
方
に
お
い
て
皇
帝
の
主
権
を
委

譲
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

(�)
。

魏
晋
以
降
の
都
督
と
刺
史
に
つ
い
て
は
、
曹
魏
の
都
督
は
主
に

｢

軍
目
附
け｣

と
し
て
派
遣
さ
れ
て
軍
事
監
督
を
行
う
皇
帝
の
使
者

と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
独
立
勢
力
化
し
つ
つ
あ
っ
た

｢

州
牧｣
制
の
欠
陥
を
補
う
た
め
に

｢

州
牧｣

や
各
種
の
軍
事
集
団
を
監
視
す

る
官
と
し
て
制
度
化
し
た
が
、
次
第
に
軍
事
指
揮
権
を
握
り
、
時
に
は
刺
史
を
兼
ね
て
行
政
権
を
も
掌
握
す
る
よ
う
に
な
っ
た

(�)

。
す
な

わ
ち
、
曹
魏
に
お
け
る
都
督
そ
の
も
の
は
軍
事
監
督
権
の
み
有
し
、
軍
事
指
揮
権
は
将
軍
号
に
基
づ
い
て
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
次
第

に
将
軍
任
官
者
同
士
の
序
列
を
表
示
す
る
と
い
う
将
軍
号
の
官
階
的
機
能
が
強
く
な
る
に
つ
れ
て
、
都
督
そ
の
も
の
が
軍
事
指
揮
権
を
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有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
都
督
が
刺
史
を
兼
ね
る
こ
と
は
曹
魏
に
お
い
て
は
ま
だ
普
遍
的
と
は
い
え
ず
、
む
し
ろ
都
督
と
刺
史
が
対
立

す
る
こ
と
も
あ
っ
た

(�)
。

そ
の
一
形
態
で
あ
る

｢

州
都
督｣

は
軍
事
面
で
は
刺
史
の
上
官
で
あ
っ
た
が
、
行
政
面
で
は
刺
史
と
同
格
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
州
都
督
は
本
来
は
一
定
区
域
の
軍
事
を
担
当
し
て
い
た
が
、
東
晋
か
ら
刺
史
を
兼
ね
て
治
所

(

州)

に
お
け
る
行
政
権
も
掌

握
す
る
よ
う
に
な
っ
た

(�)
。
つ
ま
り
、
都
督
は
管
轄
下
の
州
の
う
ち
治
所
が
置
か
れ
た
州
以
外
に
は
行
政
権
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
と
い
え
る

(�)
。
刺
史
は
都
督
を
兼
ね
て
い
る
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
将
軍
号
を
も
っ
て
幕
府
を
開
き
、
将
軍
府
と
州
府
の
二
重
組
織
の

も
と
で
将
軍
府
の
方
を
重
視
し
た

(�)
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
は
、
主
に
東
晋
・
南
朝
に
お
い
て
現
れ
た
現
象
で
あ
る
が
、
北
朝
の
場
合
も

そ
れ
ほ
ど
差
異
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

(�)
。

要
す
る
に
、
前
漢
で
は
単
な
る
監
察
官
に
過
ぎ
な
か
っ
た
刺
史
は
次
第
に
職
権
を
拡
大
し
後
漢
か
ら
州
治
に
常
駐
す
る
よ
う
に
な
り
、

後
漢
末
か
ら
独
立
勢
力
化
し
始
め
、｢

州
牧｣
と
し
て
行
政
権
・
軍
事
権
を
一
部
掌
握
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
曹
魏
以
前
に
は
ま
だ
軍

事
権
・
行
政
権
は
共
に
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
州
都
督
は
、
曹
魏
・
西
晋
で
は
軍
事
面
に
お
け
る
刺
史
の
上
官
で
あ
っ

た
が
、
東
晋
以
降
、
治
所
の
行
政
権
を
有
す
る
に
つ
れ
て
都
督
を
帯
び
て
い
な
い
刺
史
と
行
政
面
で
は
並
列
関
係
と
な
っ
た
。

郡
県
に
お
け
る
各
時
代
別
の
変
化
を
確
認
し
た
い
。『

漢
書』
百
官
公
卿
表
、『

続
漢
書』

百
官
志
、『

晋
書』

職
官
志
、『

宋
書』

百

官
志
、『

南
斉
書』

百
官
志
、『

魏
書』

官
氏
志
、『

隋
書』

百
官
志
な
ど
に
よ
る
と
、
両
漢
魏
晋
南
北
朝
に
お
け
る
郡
の
長
吏
は
す
べ

て
の
王
朝
で
太
守
・
郡
丞

(

ま
た
は
長
史)

で
あ
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。
漢
代
に
郡
の
長
吏
で
あ
っ
た
都
尉
は
後
漢
初
期
に
廃
止

さ
れ
た
が
、
廃
止
さ
れ
て
以
降
も
臨
時
官
と
し
て
存
続
し
た
こ
と
が
分
か
る

(�)
。
ま
た
、
後
漢
末
に
お
い
て
は
曹
操
が
特
定
の
郡
に
都
尉

高
句
麗
に
お
け
る
中
国
王
朝
の
地
方
行
政
制
度
の
影
響
に
つ
い
て�
東
俊
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を
設
置
し
た
こ
と
が
見
え

(�)
、
そ
れ
以
降
、
曹
魏
・
西
晋
ま
で
は
郡
都
尉
と
考
え
ら
れ
る

｢

都
尉｣

の
用
例
が
見
え
る

(�)

。
つ
ま
り
、
両
漢

魏
晋
南
北
朝
に
お
け
る
郡
の
長
吏
の
変
動
は
、
都
尉
に
つ
い
て
の
み
確
認
で
き
る
。
な
お
、
前
掲
の
諸
史
書
に
よ
る
と
、
両
漢
魏
晋
南

北
朝
に
お
け
る
県
の
長
吏
は
県
令

(

ま
た
は
県
長)

、
県
尉
、
県
丞
で
あ
り
、
そ
の
構
成
に
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

二

高
句
麗
の
地
方
官
に
お
け
る
中
国
王
朝
の
影
響

(

一)
中
国
王
朝
の
地
方
官
の
影
響
と
変
容

本
節
で
は
、
第
一
節

(

一)
と

(

二)

の
検
討
結
果
を
比
較
し
て
、
そ
の
類
似
点
と
相
違
点
に
基
づ
き
、
中
国
王
朝
の
ど
の
時
期
の

地
方
官
が
高
句
麗
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
制
度
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
後
に
高
句
麗
の
地
方
官
が
ど
の
よ
う
に

変
容
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。
た
だ
し
、
ど
の
時
期
の
中
国
王
朝
の
地
方
官
が
高
句
麗
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
と
そ
の
経
路
に
つ
い
て
は
、
現
在
そ
れ
を
直
接
的
に
立
証
で
き
る
史
料
が
全
く
な
い
た
め
、
当
時
の
歴
史
的

状
況
か
ら
推
定
し
て
そ
の
範
囲
を
絞
る
作
業
に
留
め
て
お
き
、
新
し
い
史
料
の
出
現
を
待
つ
こ
と
に
す
る
。

第
一
節
の

(

一)

の
検
討
結
果
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
褥
薩
は
基
本
的
に
大
城
を
治
め
る
地
方
官
で
あ
る
が
、
外

評
と
い
う
軍
管
区
を
統
轄
し
て
い
る
指
揮
官

(

司
令
官)

と
し
て
の
役
割
も
有
し
て
い
た
。
褥
薩
の
治
め
る
大
城
と
道
使
の
治
め
る
諸

城
は
、
軍
事
上
で
は
軍
管
区
の
治
所
と
し
て
の
大
城
が
諸
城
を
統
轄
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
行
政
上
で
は
両
者
間
の
統
属
関
係

は
見
ら
れ
な
い
。

要
す
る
に
、
六
世
紀
中
葉
以
降
に
お
け
る
高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
は
軍
事
面
で
は
外
評
―
備
―
城
の
三
層
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
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行
政
面
で
大
城
・
諸
城
―
城
の
二
層
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
外
評
は
広
域
の
行
政
区
域
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
な
い
が
、
軍
管
区
と
見

な
す
こ
と
は
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
節
の

(

一)

の
検
討
結
果
か
ら
六
世
紀
中
葉
に
お
け
る
高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
に
見
え
る
特
徴
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

一
点
目
は
、
六
世
紀
中
葉
か
ら
は
地
方
行
政
機
構
が
三
層
構
成
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
は
二
層

(

守
事
―
宰
の
治
め
る
地
方
行
政
機
構)

で
あ
っ
た
。
二
点
目
は
、
褥
薩
の
軍
事
的
性
格
で
あ
る
。
高
句
麗
の
褥
薩
は
、
先
述
し
た
よ
う
に

軍
事
面
で
は
備
の
処
閭
近
支

(

道
使)

を
統
率
し
て
い
た
。
三
点
目
は
、
大
城
と
諸
城
が
行
政
面
で
は
ほ
ぼ
同
格
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

他
に
可
邏
達
の
存
在
も
目
立
つ
。
可
邏
達
は

｢

長
史｣

に
擬
え
ら
れ
て
お
り
、
南
北
朝
時
代
に
お
け
る

｢

長
史｣

の
事
例
を
参
考
に

す
れ
ば
、『

旧
唐
書』

高
麗
伝
に
見
え
る
｢

州
縣
六
十
餘
城｣

の

｢

僚
佐｣

の
頭
と
し
て

『

周
書』

高
麗
伝
に
見
え
る

｢�
東
・
玄
菟

等
數
十
城｣

の

｢

官
司｣

を
統
轄
す
る
と
同
時
に
、
地
方
官
と
し
て
軍
事
的
に
重
要
な
城
を
治
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
高
句
麗
に
お
い
て
は
、
地
方
行
政
機
構
が
表
面
上
は
三
層
に
見
え
て
も
実
際
は
二
層
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
外
評
の
存

在
は
軍
管
区
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
検
討
結
果
か
ら
六
世
紀
以
降
の
高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
に
お
け
る
中
国
王
朝
の
影
響
を
論
じ
る
と
、
後
漢
末
の

｢

州
牧｣

や
東
晋
・
南
北
朝
の
都
督
と
刺
史
に
お
け
る
府
官
制
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

つ
ま
り
、
軍
管
区
と
し
て
の
外
評
を
治
め
た
褥
薩
は
、
治
所
と
し
て
の
大
城
に
駐
在
し
な
が
ら
道
使
に
対
す
る
軍
事
的
な
監
督
権
と

直
属
部
隊
の
軍
政
権
・
軍
令
権
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
太
守
に
対
す
る
行
政
的
・
軍
事
的
な
監
督
権
と
直
属
部
隊
の
軍
政

権
・
軍
令
権
を
持
ち
、
し
か
も
治
所
を
有
す
る
後
漢
の

｢

州
牧｣

に
似
て
い
た

(�)
。
ま
た
、
褥
薩
と
道
使
に
お
け
る
可
邏
達
は
、
大
城
と

高
句
麗
に
お
け
る
中
国
王
朝
の
地
方
行
政
制
度
の
影
響
に
つ
い
て�
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諸
城
で
各
官
司
を
統
轄
し
な
が
ら
地
方
官
と
し
て
軍
事
的
に
重
要
な
小
城
を
治
め
、
僚
佐
は
大
城
と
諸
城
で
各
官
司
を
分
担
し
た
の
で
、

東
晋
・
南
北
朝
の
都
督
と
刺
史
に
お
け
る
長
史
な
ど
の
府
官
制
か
ら

(�)

影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

但
し
、
東
晋
・
南
北
朝
の
都
督
と
刺
史
の
下
に
は
将
軍
府
と
州
府
の
二
重
組
織
が
存
在
し
て
将
軍
府
の
方
を
長
史
が
統
轄
し
た
が
、

高
句
麗
で
は
君
主
以
外
に
将
軍
号
を
有
し
た
事
例
が
見
ら
れ
な
い
た
め
に
、
褥
薩
と
道
使
の
下
に
州
府
の
よ
う
な
行
政
組
織
と
は
別
に

将
軍
府
の
よ
う
な
軍
政
組
織
が
存
在
し
た
可
能
性
は
低
く
、
軍
政
と
行
政
を
兼
ね
る
一
つ
の
組
織
を
可
邏
達
が
統
轄
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
は
府
官
制
が
高
句
麗
で
変
容
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
広
開
土
王
期

(

三
九
一
〜
四
一
三)

に
初
め
て
見
え
る

｢

守
事｣

は
、｢

宰｣

の
上
官
で
あ
る
こ
と
や
名
称
の
類
似
性
か
ら
中

国
王
朝
の

｢

太
守｣

の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る

(�)
が
、
上
官
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
ま
だ
刺
史
が
そ
の
上
官
と
し

て
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
漢
代
の

｢
太
守｣

に
比
較
的
似
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
諸
城
―
城
の
組
織
は
四
世
紀
〜
六
世
紀
前
半
に

お
け
る
守
事
―
宰
の
治
め
る
地
方
行
政
機
構
を
継
承
し
た
も
の
と
考
え
て
大
過
な
か
ろ
う
。

以
上
の
検
討
結
果
に
基
づ
く
と
、
六
世
紀
中
葉
以
降
の
高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
が
東
晋
・
南
北
朝
か
ら
影
響
を
受
け
た
部
分
は
都

督
制

(

そ
の
う
ち
府
官
制)

に
過
ぎ
な
い
と
い
え
る
。
実
際
に
、
六
世
紀
の
高
句
麗
の
状
況
か
ら
は
、
東
晋
・
南
北
朝

(

特
に
東
晋
・
南

朝)

の
地
方
行
政
機
構
を
受
容
す
べ
き
歴
史
的
背
景
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
以
下
の
二
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。

一
点
目
は
、
東
晋
・
南
朝
の
地
方
行
政
機
構
は
、

地
方
を
強
力
に
支
配
・
統
制
す
る
と
い
う
目
的
で
設
置
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、

地
方
官
人
の
独
立
性
を
強
化
す
る
と
い
う
結
果
を
生
み
出
し
た
の
で
、
中
央
集
権
を
指
向
す
る
高
句
麗
の
状
況
に
は
合
致
し
な
い
と
い
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う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
高
句
麗
に
お
け
る
都
督
制

(

府
官
制)

の
採
用
は
こ
れ
に
反
す
る
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
北
朝

か
ら
の
影
響
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
他
方
、
後
漢
末
の

｢

州
牧｣

は
、
二
重
体
制

(

将
軍
府
・
州
府)

や
郡
県
に
対
す
る
軍
事
権
・

行
政
権
を
有
す
る
北
朝
の
都
督
・
刺
史
よ
り
独
立
性
が
弱
い
の
で
、
中
央
集
権
を
指
向
し
て
い
る
高
句
麗
の
状
況
に
適
合
し
て
い
る
。

こ
の
点
で
北
朝
よ
り
も
後
漢
の
影
響
の
方
が
強
い
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
後
漢
末
の

｢

州
牧｣

は
魏
晋
南
北
朝
の
刺
史
ほ
ど
で
は
な
い

が
、
州
の
軍
事
・
行
政
を
一
部
掌
握
し
て
お
り
、
も
と
よ
り
独
立
勢
力
化
し
や
す
い
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
褥
薩
に

｢

州
牧｣

の
影
響
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
六
世
紀
中
葉
以
降
の
高
句
麗
に
お
い
て
は
行
政
面
よ
り
は
軍
事
面
を
重
視
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
た
め
、

行
政
監
督
権
な
ど
は
与
え
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
点
目
は
、
高
句
麗
に
東
晋
・
南
朝
の
地
方
行
政
の
運
営
方
法
を
把
握
し
て
い
る
専
門
家
は
多
く
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(�)

。

高
句
麗
は
東
晋
・
南
朝
と
も
外
交
関
係
を
有
し
て
い
た
が
、
制
度
の
受
容
を
媒
介
で
き
る
東
晋
・
南
朝
か
ら
の
亡
命
者
・
流
民
な
ど
は

史
料
か
ら
検
出
で
き
な
い
。
一
方
、
高
句
麗
が
都
督
制

(

府
官
制)

を
採
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
北
魏
か
ら
の
影
響
で
説
明
で
き
よ
う
。

高
句
麗
と
北
魏
の
間
で
は
共
に
北
方
の
非
定
住

(

遊
牧
・
狩
猟
な
ど)

系
統
種
族
か
ら
次
第
に
農
耕
化
・
定
住
化
・
漢
化
し
た
と
い
う
共

通
性
が
あ
り
活
発
な
人
的
移
動
が
あ
っ
た
の
で
、
地
方
行
政
機
構
を
設
置
し
て
運
用
す
る
時
に
も
参
考
に
な
る
点
が
多
か
っ
た
と
推
定

さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
場
合
も
、
北
魏
の

｢

刺
史｣

は
太
守
の
行
政
的
な
上
官
で
あ
る
の
に
対
し
、
高
句
麗
の

｢

褥
薩｣

に
類
似
し
て
い
る

後
漢
末
の

｢

州
牧｣

は
軍
事
監
督
権
と
一
部
の
行
政
権

(

徴
税
・
徴
兵
の
監
督
権)

し
か
持
っ
て
お
ら
ず
太
守
の
行
政
的
な
上
官
と
は
い

え
な
い
の
で
、
北
魏
の
地
方
行
政
機
構
に
対
す
る
専
門
家
が
及
ぼ
し
た
影
響
は
都
督
制

(

府
官
制)

の
一
部
導
入
に
留
ま
っ
た
と
考
え

高
句
麗
に
お
け
る
中
国
王
朝
の
地
方
行
政
制
度
の
影
響
に
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て�
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ら
れ
る
。
し
か
も
、
後
漢
の

｢

州
牧｣

も
北
魏
の
都
督
制

(

府
官
制)

も
、
高
句
麗
の
地
方
官
の
う
ち

｢

褥
薩｣

と

｢

可
邏
達｣

・｢

僚

佐｣
に
制
度
の
変
容
な
ど
の
影
響
を
与
え
る
の
み
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、｢

道
使｣

と

｢

婁
肖｣

は
四
世
紀
〜
六
世
紀
前
半
に
お
け

る
守
事
―
宰
を
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
る

(�)
の
で
、
北
魏
の

｢

刺
史｣

や

｢

太
守｣

・｢

県
令｣

な
ど
が
高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
に
影
響

を
与
え
た
と
は
考
え
が
た
い
。

さ
ら
に
、
四
世
紀
末
〜
六
世
紀
の

｢

守
事｣

は
漢
代
の

｢

太
守｣

か
ら
影
響
を
受
け
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
高
句
麗
は
前
漢
・
後
漢

か
ら
地
方
行
政
機
構
を
受
容
す
る
ほ
ど
の
外
交
通
路
を
確
保
し
て
い
な
い

(�)

。｢

守
事｣

が
見
え
る
以
前
に
は
前
燕
の
慕
容
儁

(

在
位
三
四

八
〜
三
六
〇)

か
ら
冊
封
さ
れ
た
り
、
前
秦
の
苻
堅

(

在
位
三
五
七
〜
三
八
五)

か
ら
仏
教
を
受
容
す
る
な
ど
の
外
交
関
係
を
持
っ
て
い

た

(�)
が
、
両
王
朝
の

｢

太
守｣

は

｢
刺
史
(

ま
た
は
州
牧)｣

が
上
官
と
し
て
存
在
し
て
い
る
西
晋
の
制
度
を
モ
デ
ル
と
し
た

(�)

た
め
、
高
句

麗
の

｢

守
事｣

に
影
響
を
与
え
た
と
は
考
え
が
た
い
。

た
だ
し
、
前
燕
の
慕
容�
期

(

三
三
三
〜
三
四
八)

と
建
国
以
前
の
慕
容�
期

(

二
八
五
〜
三
三
三)

に
お
け
る

｢

太
守｣

は

｢

刺
史｣

が
上
官
と
し
て
存
在
し
て
い
な
い

(�)
た
め
、
高
句
麗
の

｢
守
事｣

に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
活
発
な
人
的
移
動

が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

(

二)

中
国
王
朝
の
地
方
官
の
影
響
経
路

前
項
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
高
句
麗
の
地
方
官
の
う
ち
四
世
紀
後
半
以
降
の

｢

守
事｣

は
慕
容�
期
と
前
燕
の
慕
容�
期
の

｢

太
守｣

の
、
六
世
紀
中
葉
以
降
の

｢

褥
薩｣

は
後
漢
末
の

｢

州
牧｣

の
、｢
可
邏
達｣

・｢

僚
佐｣

は
北
魏
の
都
督
制

(

府
官
制)

の
影
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響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
影
響
経
路
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
。｢

守
事｣

の
影
響
経
路
に
つ
い
て
は
、
慕
容�
期
と
前

燕
の
慕
容�
期
に
華
北
地
域
か
ら
亡
命
し
た
人
々
を
想
定
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
人
々
と
し
て
は
、
慕
容�
期
に
お
け
る
東
晋
の
平
州

刺
史
で
あ
っ
た
崔�(
三
一
九
年
亡
命)

や
前
燕
の
慕
容�
期
の
官
人
で
あ
る
冬
寿
・
郭
充

(

三
三
六
年
亡
命)

、
封
抽
・
宋
晃
・
游
泓

(

三
三
八
年
亡
命)
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

(�)
。
こ
の
う
ち
慕
容�
期
の
崔�
は
東
晋
の
平
州
刺
史
と
し
て
慕
容�
に
よ
っ
て
遼
西
か
ら
追
い

出
さ
れ
、
刺
史
が
太
守
の
上
官
と
し
て
存
在
し
て
い
た
時
期
の
地
方
行
政
機
構
に
関
す
る
情
報
を
伝
え
た
可
能
性
は
あ
る
が
、｢

守
事｣

の
上
官
は
存
在
し
な
い
た
め
、
彼
が
伝
え
た
情
報
が

｢

守
事｣

の
設
置
に
影
響
を
与
え
た
と
は
判
断
し
が
た
い
。
一
方
、
慕
容�
期
の

冬
寿
は
刺
史
を
設
置
す
る
以
前
の
前
燕
の
官
人
出
身
で
あ
り
、
彼
の
墓
で
あ
る
安
岳
三
号
墳
と
そ
の
墨
書
銘
か
ら
高
句
麗
で
定
着
し
て

官
人
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

(�)
。
し
か
も
彼
の
一
族
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

｢�冬
利｣

の
墓
か
ら
も
同
様
の
こ
と
が
確
認

で
き
る

(�)
。
し
た
が
っ
て
、｢

守
事｣

の
影
響
経
路
は
前
燕
の
慕
容�
期
に
華
北
地
域
か
ら
亡
命
し
た
人
々
を
想
定
し
て
も
大
過
な
か
ろ

う
。

｢

可
邏
達｣

・｢

僚
佐｣

の
影
響
経
路
に
つ
い
て
は
、
六
世
紀
前
半
に
華
北
地
域
か
ら
亡
命
し
た
人
々
を
想
定
で
き
る
。
北
魏
の
末
期

で
あ
る
六
世
紀
前
半
の
華
北
地
域
で
は
、
鎮
兵
の
反
乱
に
よ
っ
て
流
民
が
多
く
発
生
し
て
そ
の
一
部
が
高
句
麗
に
亡
命
し
、
そ
の
長

(

所
謂

｢

流
民
帥｣)

は
高
句
麗
で
官
人
と
し
て
活
躍
し
た
痕
跡
が
あ
る

(�)
の
で
、

所
謂

｢

流
民
帥｣

に
先
述
し
た
北
魏
の
都
督
制

(

府
官

制)

に
関
す
る
専
門
家
が
い
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
六
世
紀
中
葉
に
お
け
る
地
方
行
政
機
構
の
設
置
に
関
わ
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

｢

守
事｣

と

｢

可
邏
達｣

・｢

僚
佐｣

が
ほ
ぼ
同
時
代
の
制
度
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、｢

褥
薩｣

が
四
〇
〇

高
句
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年
近
く
離
れ
た
時
期
の
制
度
が
受
容
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
定
期
的
な
使
節
派
遣
や
亡
命
者
が
も
た
ら
し
た

中
国
王
朝
の
地
方
官
の
情
報
が
高
句
麗
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
と
、
次
に
楽
浪
郡
を
経
由
し
た
影
響
の
可
能
性
を

考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
楽
浪
郡
に
は
郡
の
太
守
が
現
地
で
採
用
し
た
属
吏
な
ど
、
地
方
行
政
機
構
の
運
用
方
法
を
把
握
し
て
い
る

専
門
家
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
楽
浪
郡
を
通
じ
て
高
句
麗
な
ど
の
朝
鮮
諸
国
に
知
ら
れ
た
中
国
王
朝
の
地
方
官
は
、
中
国

王
朝
が
楽
浪
郡
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
最
後
の
時
期
で
あ
る
曹
魏
の
正
始
年
間
ま
た
は
そ
れ
以
前
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る

(�)

。

中
国
王
朝
の
地
方
官
が
高
句
麗
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
経
路
を
考
え
る
上
で
楽
浪
郡
と
並
ん
で
注
目
す
べ
き
は
、
公
孫
康
が
三
世
紀
初

め
に
楽
浪
郡
の
南
部
を
分
け
て
設
置
し
た
帯
方
郡
で
あ
る
。
土
着
漢
人
が
楽
浪
郡
に
定
着
し
た
時
期
は
、
墓
制
や
遺
物
か
ら
後
漢
初
期

の
一
世
紀
前
半
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(�)
。
ま
た
、
後
漢
か
ら
渡
来
し
た
人
々
は
帯
方
郡
を
新
設
し
た
三
世
紀
初
め
に
、
同
郡
に
定
着
し
た

と
推
定
さ
れ
、
同
時
代
の
中
国
文
明
に
対
す
る
理
解
度
が
楽
浪
郡
の
土
着
漢
人
に
比
べ
て
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

(�)

。

高
句
麗
地
域
の
漢
系
墳
墓
は
石
室
封
土
墳
と�
室
墓
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
四
〜
五
世
紀
と
編
年
さ
れ
、
四
世
紀
初
め
に
楽
浪
郡
と
帯

方
郡
が
遼
西
へ
移
動
さ
せ
ら
れ
て
以
降
に
該
当
す
る
。
石
室
封
土
墳
は
も
と
よ
り
合
葬
木
槨
墓
を
造
営
し
て
き
た
旧
楽
浪
郡
出
身
者
と

そ
の
後
裔
が
造
営
し
た
が
、�
室
墓
は
三
世
紀
初
頭
に
後
漢
か
ら
渡
来
し
た
旧
帯
方
郡
出
身
者
と
そ
の
後
裔
が
造
営
し
た
と
推
定
さ
れ

る

(�)

。
特
に
前
者
は
楽
浪
郡
の
遼
西
移
動
に
よ
っ
て
そ
の
有
力
な
土
着
勢
力
が
遼
西
の
僑
郡
に
移
動
し
た
た
め

(�)
、
残
存
し
た
弱
小
勢
力
が

高
句
麗
や
周
辺
勢
力
の
影
響
下
で
墓
制
を
改
変
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
曹
魏
〜
前
燕
の
華
北
地
域
か
ら
の
亡
命
者
は
石

室
封
土
墳
が
活
発
に
造
営
さ
れ
て
き
た
遼
東
・
遼
西
地
域
の
出
身
で
あ
る
た
め
、
石
室
封
土
墳
の
造
営
を
主
導
し
た
と
考
え
ら
れ
る

(�)

。

一
方
、
後
漢
の
華
北
地
域
か
ら
の
亡
命
者

(�)
は
移
住
時
期
お
よ
び
出
発
時
点
が
旧
帯
方
郡
出
身
者
と
同
様
で
あ
る
た
め
、
高
句
麗
で
の
役
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割
と
造
営
す
る
墳
墓
の
様
式
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

石
室
封
土
墳
と�
室
墓
を
造
営
し
た
漢
人
勢
力
は
主
に
五
世
紀
か
ら
高
句
麗
の
外
交
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
る

(�)

。
彼
ら
が
活
躍
し
た

の
は
、｢
守
事｣

が
現
れ
る
時
期
の
直
後
で
あ
り
、
高
句
麗
の
地
方
行
政
制
度
に

｢

褥
薩｣

な
ど
が
設
置
さ
れ
る
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
後
漢
か
ら
の
亡
命
者
と
旧
帯
方
郡
出
身
者
の
後
裔
が
後
漢
末
の

｢

州
牧｣

を
中
心
と
す
る
地
方
行
政
機
構
の
運
用
方

法
を
把
握
し
た

(�)
う
え
で
、
六
世
紀
中
葉
に
お
け
る
地
方
行
政
機
構
の
設
置
に
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
石
室
封
土
墳
を
造
営
し

た
こ
と
か
ら
見
え
る
よ
う
に
、
旧
楽
浪
郡
出
身
者
の
後
裔
は
曹
魏
〜
前
燕
か
ら
の
亡
命
者
の
影
響
下
に
編
入
さ
れ
、
四
世
紀
後
半
に
お

け
る
郡
県
制
の
受
容
を
補
助
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

要
す
る
に
、
第
二
節

(

一)

で
検
討
し
た
よ
う
に
高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
が
東
晋
・
南
北
朝
の
そ
れ
か
ら
影
響
を
受
け
た
部
分
は

都
督
制

(

府
官
制)

に
過
ぎ
な
い
た
め
、
中
国
王
朝
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
す
れ
ば
、
西
晋
以
前
の
そ
れ
か
ら
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
影
響
経
路
を
推
定
し
て
み
る
と
、
楽
浪
郡
・
帯
方
郡
を
経
由
し
て
後
漢
代
の
地
方
行
政
機
構
か
ら
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
想
定

で
き
る
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
は
六
世
紀
に
お
け
る
高
句
麗
の
歴
史
的
背
景
か
ら
も
窺
え
る
。
高
句
麗
の
場
合
、
第
一
節

(

一)

で
述
べ
た
よ
う
に
、
既
存
の

地
方
行
政
機
構
を
整
備
し
在
地
勢
力
に
対
す
る
統
制
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
在
地
勢
力
の
反
発
も
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
郡
県
制
の
よ
う
に
直
接
的
で
強
力
な
地
方
行
政
機
構
よ
り
は
、
後
漢
末
・
曹
魏
の
よ
う
に
在
地
勢
力

の
既
得
権
も
少
し
で
も
認
定
す
る
地
方
行
政
機
構
を
参
照
し
て
既
存
の
制
度
を
整
備
す
る
方
が
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
に
は
有
利
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
地
方
行
政
制
度
に
東
晋
南
朝
で
は
な
く
北
朝
の
都
督
制

(
府
官
制)

の
影
響
が
見
え
る
な
ど
、
高
句
麗
が
百
済

高
句
麗
に
お
け
る
中
国
王
朝
の
地
方
行
政
制
度
の
影
響
に
つ
い
て�
東
俊

第
九
十
七
巻

21

四
〇
五



よ
り
多
く
在
地
勢
力
の
既
得
権
を
認
め
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
と
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、｢

守
事｣

を
設
置
し
た
広
開
土
王
期
は
高
句
麗
が
領
域
を
拡
大
し
王
権
も
強
化
し
た
と
認
め
ら
れ
る
時
期
で
あ
る
た
め
、

六
世
紀
中
葉
よ
り
在
地
勢
力
の
反
発
を
意
識
す
る
こ
と
も
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
郡
県
制
の
よ
う
に

直
接
的
で
強
力
な
地
方
行
政
機
構
の
中
心
で
あ
る

｢

太
守｣

を
参
照
し
て

｢

守
事｣

を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
在
地
勢
力
の
反

発
が
多
く
は
な
い
が
存
在
し
た
た
め
、
そ
の
上
の

｢

刺
史｣

や

｢

州
牧｣

に
類
似
す
る
地
方
官
を
設
置
せ
ず
、
そ
の
下
の

｢

宰｣

は
在

地
勢
力
を
任
命
す
る
形
で
妥
協
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お

わ

り

に

以
上
、
本
稿
で
は
高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
に
お
け
る
所
謂

｢

三
層
説｣

の
当
否
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
高
句
麗
の
地
方
行
政

機
構
と
両
漢
魏
晋
南
北
朝
の
そ
れ
の
う
ち
、
地
方
官
の
構
成
と
職
掌
を
主
に
比
較
・
検
討
し
た
。

高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
は
、
軍
事
上
は
外
評
―
備
―
城
の
三
層
、
行
政
上
は
大
城
・
諸
城
―
城
の
二
層
で
あ
っ
た
。
中
国
王
朝
の

刺
史
は
、
前
漢
の
武
帝
期
に
監
察
官
と
し
て
設
置
さ
れ
、
後
漢
か
ら
州
治
に
常
駐
し
、
さ
ら
に
後
漢
末
の

｢

州
牧｣

の
登
場
以
降
、
行

政
・
軍
事
権
を
掌
握
し
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
国
王
朝
の
都
督
は
、
曹
魏
・
西
晋
ま
で
は
単
な
る
軍
事
監
督
官
に
過
ぎ
な
か
っ
た

が
、
東
晋
・
南
北
朝
で
は
治
所
の
刺
史
を
兼
ね
て
地
方
長
官
と
し
て
独
立
性
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
国
王
朝
の
郡
県
に
お
い
て

は
、
郡
は
太
守
・
都
尉
・
郡
丞
、
県
は
県
令
・
県
尉
・
県
丞
と
い
う
長
吏
で
構
成
さ
れ
た
。

高
句
麗
の

｢

褥
薩｣

は
、
主
に
後
漢
末
の

｢

州
牧｣

か
ら
影
響
を
受
け
、
さ
ら
に
高
句
麗
の

｢

守
事｣

に
は
前
燕
の
慕
容�
期
に
お
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け
る

｢

太
守｣

の
、｢

可
邏
達｣

と

｢

僚
佐｣

に
は
北
朝
の
都
督
制

(

府
官
制)

の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
高
句
麗
は
主
に
華
北

地
域
か
ら
の
亡
命
者
を
通
じ
て
中
国
王
朝
の
地
方
官
の
影
響
を
受
け
た
が
、
楽
浪
郡
・
帯
方
郡
を
経
由
し
て
一
部
影
響
を
受
け
た
可
能

性
も
想
定
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
は
、
南
北
朝
期
の
よ
う
な
三
層

(

州
―
郡
―
県)

か
ら
で
は
な

く
、
そ
れ
以
前
の
二
層

(

郡
―
県)

か
ら
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
意
義
は
、
高
句
麗
の
地
方
行
政
機
構
が
後
漢
代
の
そ
れ
の
影
響
下
で
設
置
さ
れ
た
可
能
性
を
提
起
し
た
点
に
あ
る
。
そ
の
問

題
提
起
か
ら
新
た
に
想
定
で
き
る
可
能
性
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
高
句
麗
の
影
響
下
で
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
七
世
紀
に
お
け
る
古

代
日
本
の
地
方
行
政
機
構
の
起
源
を
後
漢
代
の
そ
れ
に
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
本
稿
に
は
、
地
方
官
の
み
を
比
較
・
検
討
し
て
、
古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
方
行
政
制
度
の
影
響
と
変
容
を
論
じ
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
点
で
限
界
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
今
後
は
検
討
の
幅
を
広
げ
て
、
百
済
・
新
羅
の
地
方
行
政

制
度
な
ど
も
比
較
検
討
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
古
代
日
本
の
地
方
行
政
機
構
の
起
源
を
探
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

高
句
麗
に
お
け
る
中
国
王
朝
の
地
方
行
政
制
度
の
影
響
に
つ
い
て�
東
俊
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註

(

１)

山
尾
幸
久

｢

朝
鮮
三
国
の
軍
区
組
織｣

『

古
代
朝
鮮
と
日
本』
、

龍
渓
書
舎
、
一
九
七
四
年
、
一
五
八
〜
一
六
一
頁
が
代
表
的
で
あ
る
。

他
の
三
層
説
は
註

(

24)

を
参
照
。

(

２)

以
下
に
引
用
す
る
史
料
に
つ
い
て
、
中
国
正
史
は
中
華
書
局
の

標
点
校
勘
本
を
、『

翰
苑』

は
吉
田
光
男

｢『

翰
苑』

註
所
引

『

高
麗

記』

に
つ
い
て

特
に
筆
者
と
作
成
年
次

｣
『

朝
鮮
学
報』

八
五
、
一
九
七
七
年
の
校
訂
文
を
底
本
と
し
た
。

(

３)
『

周
書』

高
麗
伝
に
は
、
註

(

20)

に
示
し
た
よ
う
に
地
方
行

政
機
構
に
所
属
し
て
い
る
地
方
官
が
見
え
な
い
。『

北
史』

高
麗
伝

は
『

隋
書』

高
句
麗
伝
と
文
字
の
異
同
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
文
で

取
り
上
げ
た
。『

新
唐
書』

高
麗
伝
と

『

通
典』

以
降
の
類
書
に
お
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け
る
高
句
麗
関
連
の
記
録
は
、
ほ
と
ん
ど
が

『

翰
苑』

高
麗
伝
・

『
旧
唐
書』

高
麗
伝
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
異
な
る
独
自
の

内
容
を
伝
え
て
い
な
い
の
で
、
検
討
の
対
象
と
し
な
い
。

(

４)

復
有��
外�
五
部
褥�
。(『

隋
書』

巻
八
一
、
高
句
麗
伝)

(

５)

末
松
保
和

｢
朝
鮮
三
国
・
高
麗
の
軍
事
組
織｣

『

青
丘
史
草』

一
、
私
家
版
、
一
九
六
五
年
、
六
七
〜
六
九
頁
。
武
田
幸
男

｢

六
世

紀
に
お
け
る
朝
鮮
三
国
の
国
家
体
制｣

『

東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る

日
本
古
代
史
講
座』

四
、
学
生
社
、
一
九
八
〇
年
、
三
八
〜
四
〇
頁
。

『
』

、

、
一
九
九
九
年
、
二
五
七
〜

二
六
二
頁
。

(

６)

山
尾
幸
久
前
掲
註

(

１)

論
文
、
一
五
五
〜
一
五
八
頁
。
林
起

煥

『

高
句
麗
集
権
体
制
成
立
過
程

研
究』
、
慶
熙
大
学
校
博
士
学

位
論
文
、
一
九
九
五
年
、
一
五
一
〜
一
五
三
頁
。

(

７)

前
掲
註

(

５)

を
参
照
。
そ
の
中
で
末
松
保
和
と
武
田
幸
男
は

｢

五
部
＝
王
都
の
部
族
的
な
区
画｣

、

は

｢

五
部
＝
王
都
の
行

政
的
な
区
画｣

と
把
握
し
て
い
る
。

『

』

、

、
二
〇
〇
五
年
、
三
五
七
〜
三
七
一

頁

(

初
出
は
一
九
九
七
年)

は

｢

外
評
五
部｣

を
否
定
す
る
立
場
を

と
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
存
在
す
る
可
能
性
に
も
注
意
を
払
っ
て
い

る
。

(

８)
｢

王
都
の
行
政
的
な
区
画｣

で
あ
る

｢

東
部｣

な
ど
部
の
名
称

に
方
位
を
冠
す
る
も
の

(

以
下
、｢

方
位
名
部｣

と
略
称
す
る)

は

故
国
川
王
期

(

一
七
九
〜
一
九
七)

に
最
初
に
史
料
に
登
場
し
、
従

来
の

｢

部
族
的
区
画
と
し
て
の
部｣

で
あ
る

｢

桂
婁
部｣

な
ど
部
の

名
称
に
固
有
の
地
名
を
冠
す
る
も
の

(

以
下
、｢

固
有
名
部｣

と
略

称
す
る)

と
併
存
し
た
が
、
平
壌
遷
都

(

四
二
七)

以
前
に
あ
た
る

西
川
王
期

(

二
七
〇
〜
二
九
二)

以
降
は
固
有
名
部
を
代
替
す
る
よ

う
に
な
っ
た

[

前
掲
註

(

５)

書
、
一
六
四
〜
一
六
九
頁

(

初
出
は
一
九
七
五
年)]

。
方
位
名
部
が

｢

王
都
の
行
政
的
な
区
画｣

で
あ
り
、
固
有
名
部
と
六
〇
年
以
上
併
存
し
た
た
め
、
固
有
名
部
は

王
都

(

方
位
名
部)

を
含
む

｢

桂
婁
部｣

以
外
に
は
す
べ
て

｢

方
位

名
部
＝
王
都｣

の
郊
外
に
存
在
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
固
有
名

部
の
地
域
的
範
囲
は
王
都
の
郊
外
で
あ
る

｢

内
評
＝
畿
内｣

と
ほ
ぼ

同
様
で
あ
る
。

(

９)

山
尾
幸
久
前
掲
註

(

１)

論
文
、
一
五
五
〜
一
六
〇
頁
。

前
掲
註

(

７)

書
、
三
五
七
〜
三
七
一
頁
。

(

10)

①
北
部
耨�
高
延
壽
・
南
部
耨�
高
惠
眞
、
帥
我
軍
及
靺
鞨
兵

十
五
萬
救
安
市
。
…
延
壽
・
惠
眞
、
帥
其
衆
三
萬
六
千
八
百
人�
降
、

入
軍
門
拜
伏�
命
。
帝
、�
耨�
已
下
官
長
三
千
五
百
人
、�
之�

地
。
餘
皆
縱
之
、
使��
壤
。
…
以
高
延
壽
爲
鴻
臚�
、
高
惠
眞
爲

司
農�
。
…
②
高
延
壽
・
高
惠
眞
、�
於
帝
曰
、｢

…
烏
骨
城
耨�
、

老
耄
不
能
堅
守
、
移
兵
臨
之
、
朝
至
夕
克
。
其
餘
當�
小
城
、
必
望



高
句
麗
に
お
け
る
中
国
王
朝
の
地
方
行
政
制
度
の
影
響
に
つ
い
て�
東
俊

第
九
十
七
巻

25

四
〇
九

風
奔
潰
。
然
後
收
其
資
糧
、
鼓
行
而
前
、�
壤
必
不
守
矣
。｣

(『

三

国
史
記』

巻
二
一
、
高
句
麗
本
紀
九
・
宝
臧
王
上)

。

(

11)
『

冊
府
元
亀』

巻
一
七
〇
、
帝
王
部
・
来
遠
の
貞
観
一
九
年

(

六
四
五)
七
月
に
は
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
を
伝
え
な
が
ら
も
両
人
を

｢

軍
主｣

と
表
記
し
、
軍
事
的
性
格
を

｢

褥
薩｣

よ
り
明
確
に
し
て

い
る
。

(

12)

前
掲
註

(

11)
史
料
に
は
高
延
寿
を

｢

位
頭
大
兄｣

、
高
恵
真

を

｢

大
兄｣

と
記
し
て
い
る
。『

高
麗
記』

に
よ
る
と
、
位
頭
大
兄

は
従
三
品
、
大
兄
は
正
五
品
に
相
当
し
、
特
に
位
頭
大
兄
は
機
密
を

掌
る
な
ど
国
家
の
重
要
な
決
定
に
参
加
で
き
る
。

(

13)

外
評
五
部
そ
の
も
の
で
は
な
い
場
合
に
は
、
統
轄
す
る
範
囲
が

外
評
五
部
よ
り
狭
く
、
軍
管
区
の
数
は
五
つ
よ
り
多
い
可
能
性
が
高

い
。
高
句
麗
遺
民
の
墓
誌
銘
を
参
照
す
る
と
、
褥
薩
に
相
当
す
る
柵

城
都
督

(

柵
州
都
督
と
も
い
う
。｢

李
他
仁
墓
誌
銘｣
・｢

高
質
墓
誌

銘｣

・｢

高
慈
墓
誌
銘｣)

、
建
安
州
都
督

(｢

高
遠
望
墓
誌
銘｣

・｢

高

欽
徳
墓
誌
銘｣)

、
遼
府
都
督
、
海
谷
府
都
督

(｢

高
乙
徳
墓
誌
銘｣)

、

磨
米
州
都
督

(｢

南
単
徳
墓
誌
銘｣)

な
ど
が
見
え
る
。
烏
骨
城
ま
で

含
め
て
こ
れ
ら
の
事
例
を
す
べ
て
数
え
る
と
、
外
評
に
は
五
つ
以
上

の
褥
薩
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
高
句
麗
を
滅
ぼ
し
て
設

置
し
た
安
東
都
護
府
所
属
の
都
督
は
九
人
で
あ
っ
た
た
め
、
現
在
の

状
況
で
は
褥
薩
が
駐
在
し
た
外
評
の
数
を
五
つ
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、

五
つ
以
上
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

(

14)
(

本
文)

官
崇
九
等
。(

本
文
注)

高
麗
記
曰
、｢

…
又
其�
大

城
置�辱�
、
比�
督
。�
城
置
處
閭�
支
、
比
刺
史
、
亦
謂
之�
使
。

�
使
治�
名
之
曰
備
。�
小
城
置
可
邏�
、
比
長
史
。
又
城
置
婁�
、

比
縣
令
。
…｣

。(『

翰
苑』

巻
三
〇
、
高
麗
伝)

(

15)

外
置
州
縣
六
十
餘
城
。
大
城
置�辱
薩
一
、
比�
督
。�
城
置�

使
、
比
刺
史
。
其
下
各
有
僚
佐
、
分
掌
曹
事
。(『

旧
唐
書』

巻
一
九

九
上
、
高
麗
伝)

(

16)
『

高
麗
記』

に
つ
い
て
は
、『

旧
唐
書』

経
籍
志
・『

新
唐
書』

芸
文
志
な
ど
に
伝
え
ら
れ
る

『

奉
使
高
麗
記』

の
略
称
で
あ
り
、
唐

の
陳
大
徳
が
帰
国
後
に
高
句
麗
の
地
理
・
風
俗
関
係
の
情
報
を
ま
と

め
た
報
告
書
で
あ
る
と
も
い
い

(

吉
田
光
男
前
掲
註

(

２)

論
文
、

一
七
〜
二
四
頁)

、
陳
大
徳
の
報
告
書
は

『

高
麗
記』

で
あ
り
、『

奉

使
高
麗
記』

に
は
そ
の
前
後
の
使
節
ら
が
収
集
し
て
き
た
報
告
書
も

含
ま
れ
て
い
る
と
も
い
う

(

武
田
幸
男

｢『

高
麗
記』

と
高
句
麗
情

勢｣
『

于
江
権
兌
遠
教
授
停
年
紀
念
論
叢』

、
世
宗
文
化
社
、
一
九
九

四
年
、
一
三
一
〜
一
三
四
頁)

。

(

17)

東
晋
・
南
朝
に
つ
い
て
は
厳
耕
望

『

中
国
地
方
行
政
制
度
史』

乙
部
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
六
三
年
、
一
八
四
〜

一
九
一
頁
を
、
北
朝
に
つ
い
て
は
同
書
、
五
六
〇
〜
五
六
六
頁
を
参

照
。
厳
耕
望
の
見
解
は
最
近
ま
で
も
支
持
さ
れ
て
い
る

(

周
振
鶴
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四
一
〇

『
中
国
地
方
行
政
制
度
史』

、
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
一

五
二
頁
を
参
照)

。

(

18)
州
、
置
總
管�
、
列
爲
上
中
下
三
等
。
總
管
刺
史
加
使
持�
。
…

開
皇
三
年
四
月
、
…
罷
郡
、
以
州
統
縣
、
改
別
駕
・
贊
務
、
以
爲
長

史
・
司
馬
。(『
隋
書』

巻
二
八
、
百
官
志
下
・
隋
文
帝)

大
業
三
年

定
令
、
品
自
第
一
至
于
第
九
、
唯
置
正
從
、
而
除
上
下
階
。
罷�
總

管
、
廢
三
師
・
特�
官
。
…
罷
州
置
郡
、
郡
置
太
守
。
…
罷
長
史
・

司
馬
、
置
贊
務
一
人
以
貳
之
。(

同

隋
煬
帝)

武�
七
年
春
二
月

丁
巳
、
…
改
大
總
管
府
爲
大�
督
府
。(『

旧
唐
書』

巻
一
、
高
祖
紀)

貞
觀
二
十
三
年
秋
七
月
丙
午
、
有
司�
改
治
書
侍
御
史
爲
御
史
中
丞
、

�
州
治
中
爲
司
馬
、
別
駕
爲
長
史
、
治
禮�
爲
奉
禮�
、
以�
上
名
。

(

同
書
巻
四
、
高
宗
紀
上)

(

19)

山
尾
幸
久
前
掲
註

(

１)

論
文
、
一
六
〇
〜
一
六
一
頁
。

(

20)

復
有�
東
・
玄
菟
等
數
十
城
、
皆
置
官
司
、
以
相
統
攝
。
大
官

有
大
對
盧
、
次
有
太
大
兄
・
大
兄
・
小
兄
・
意
俟
奢
・
烏
拙
・
太
大

使�
・
大
使�
・
小
使�
・
褥
奢
・
翳
屬
・
仙
人�
褥�
凡
十
三
等
、

分
掌�
外
事
焉
。(『

周
書』

巻
四
九
、
高
麗
伝)

(

21)

貞
觀
十
九
年
六
月
丁
酉
…
先
是
、�
東
城
長
史
爲
部
下�
殺
、

其
省
事
奉
妻
子
、
奔
白
巖
。
上
憐
其
有
義
、
賜
帛
五
匹
、
爲
長
史�

靈
輿
、
歸
之�
壤
。(『

資
治
通
鑑』

巻
一
九
八
、
唐
紀
一
四)

(

22)
｢

高
提
昔
墓
誌
銘｣

に
遼
東
城
大
首
領
と
い
う
官
名
が
見
え
る
。

｢

高
玄
墓
誌
銘｣

に
見
え
る
本
州
都
督
と
い
う
官
名
の

｢

本
州｣

が
墓

主
の
出
身
地
で
あ
る
遼
東
を
さ
す
可
能
性
が
高
く
、
前
掲
註

(

13)

の
遼
府
都
督

(｢

高
乙
徳
墓
誌
銘｣)

も
同
様
に
遼
東
城
の
都
督

(

褥

薩)

を
指
す
と
推
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、｢

劉
元
貞
墓
誌
銘｣

に
は

｢�
婁
、
寄�
爲
耨�｣

と
あ
る
。

(

23)

北
魏
で
は
都
督
と
刺
史
の
下
に
同
様
の
上
佐
が
存
在
し
て
い
た

(

厳
耕
望
前
掲
註

(

17)

書
、
五
二
七
〜
五
二
九
・
五
六
〇
〜
五
六

六
頁)

。
そ
の
影
響
を
受
け
た
高
句
麗
で
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

(

24)

武
田
幸
男
前
掲
註

(

５)

論
文
、
四
二
〜
四
三
頁
。
山
尾
幸
久

前
掲
註

(

１)

論
文
、
一
五
八
〜
一
六
一
頁
。
林
起
煥
前
掲
註

(

６)

書
、
一
四
九
〜
一
五
四
頁
。

前
掲
註

(

７)

書
、
三
四
五
〜

三
七
一
頁
。

(

25)

吉
田
光
男
前
掲
註

(

２)

論
文
、
一
二
〜
一
七
頁
。

(

26)

柳
元
迪

｢

唐
前
半
期
都
督
府

州

統
属
関
係｣

『

東
洋
史
学

研
究』

二
二
、
一
九
八
五
年
。
ち
な
み
に
、
礪
波
護
は
都
督
府
を
州

の
特
別
な
形
態
と
見
な
し

(『

唐
代
政
治
社
会
史
研
究』

、
同
朋
舎
、

一
九
八
六
年
、
二
三
六
頁)

、
張
創
新
は
都
督
府
を
州
と
同
級
の
地

方
政
府
と
認
識
し
て
い
る

(｢

唐
朝
地
方
政
府
行
政
編
制
論
要｣

『

史

学
集
刊』

一
九
九
四
―
二
、
六
〜
七
頁)

。

(

27)
林
起
煥
前
掲
註

(

６)

書
、
一
五
〇
〜
一
五
四
頁
。
余
昊
奎
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四
一
一

『
』

、

、
二
〇
一
四
年
、
五
二
四
〜

五
三
五
頁

(

初
出
は
一
九
九
七
年)

。
四
世
紀
〜
六
世
紀
前
半
に
お

い
て
、
六
世
紀
中
葉
以
降
と
同
様
に
三
層
の
地
方
官(

守
事
―
太
守
―

宰)

を
想
定
す
る
見
方
も
あ
る

(

前
掲
註

(

７)

書
、
二
八

一
〜
二
九
六
頁)
。

(

28)

前
掲
註

(

５)

書
、
二
四
二
〜
二
五
七
頁
。

(

29)

高
句
麗
に
は

｢
郡｣
が
見
え
ず
、
そ
の
長
官
に
相
当
す
る

｢

守

事

(

太
守)｣

が
見
え
る
が
、
具
体
的
な
職
掌
や
管
轄
範
囲
な
ど
が

不
明
で
あ
る
た
め
、
中
国
王
朝
の

｢

太
守｣

と
比
較
で
き
な
い
状
況

で
あ
る
。

(

30)

紙
屋
正
和

｢

漢
代
刺
史
の
設
置
に
つ
い
て｣

『

東
洋
史
研
究』

三
三
―
二
、
一
九
七
四
年
、
三
九
〜
四
一
頁
。
小
嶋
茂
稔

『

漢
代
国

家
統
治
の
構
造
と
展
開』

、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
一
六
八
〜

一
八
六
頁
。

(

31)

王
勇
華

｢

前
漢
刺
史
の
所
属
に
つ
い
て｣

『

史
学
雑
誌』

一
〇

九
―
四
、
二
〇
〇
〇
年
。
後
に
同
氏

『

秦
漢
に
お
け
る
監
察
制
度
の

研
究』

、
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
四
年
に
収
録
。

(

32)

小
嶋
茂
稔
前
掲
註

(

30)

書
、
一
七
一
〜
一
八
三
頁
。

(

33)

森
本
淳

『

三
国
軍
制
と
長
沙
呉
簡』

、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二

年
、
四
二
〜
四
五
頁

(

初
出
は
二
〇
〇
六
年)

を
参
照
。

(

34)

竹
園
卓
夫

｢

後
漢
安
帝
以
後
に
お
け
る
刺
史
の
軍
事
に
関
す
る

覚
え
書
き｣

『

集
刊
東
洋
学』

三
七
、
一
九
七
七
年
、
九
二
〜
九
五
・

一
〇
五
〜
一
〇
七
頁
。

(

35)

小
嶋
茂
稔
前
掲
註

(

30)

書
、
一
四
七
〜
一
五
〇
頁
。

(

36)

外
十
二
州
、�
州
刺
史
一
人
、
六
百
石
。
…
皆
有
從
事
史
・
假

佐
。
本
注
曰
、｢

員
職
略
與
司
隸
同
。
無�
官
從
事
。
其
功
曹
從
事

爲
治
中
從
事
。｣(『

続
漢
書』

百
官
志
五)

、
刺
史
、�
州
各
一
人
。
…

前�
世
、
刺
史
乘
傳
周
行
郡
國
、
無��
。
後�
世
、�
治
始
有
定

處
、
止
八
月
行
部
、
不
復
奏
事
京
師
。(『

宋
書』

巻
四
〇
、
百
官
志

下)

(

37)

植
松
慎
悟

｢

後
漢
時
代
に
お
け
る
刺
史
の

｢

行
政
官
化｣

再
考｣

『

九
州
大
学
東
洋
史
論
集』

三
六
、
二
〇
〇
八
年
、
一
〇
〜
一
七
頁
。

(

38)

石
井
仁

｢

漢
末
州
牧
考｣

『

秋
大
史
学』

三
八
、
一
九
九
二
年
、

一
〇
〜
一
八
頁
。
石
井
仁
は
刺
史
と
し
て

｢

監
軍
使
者｣

を
兼
ね
た

の
が

｢

州
牧｣

で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
将
軍
号
を
帯
び
た
こ
と

に
注
目
す
る
。
つ
ま
り
、｢

州
牧｣

は
刺
史
の
行
政
監
察
権
、｢

監
軍

使
者｣

の
軍
事
監
察
権
、
将
軍
号
の
軍
政
権
・
軍
令
権
を
す
べ
て
有

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

(

39)

石
井
仁

｢

都
督
考｣

『

東
洋
史
研
究』

五
一
―
三
、
一
九
九
二

年
、
五
六
〜
六
三
頁
。

(
40)

小
尾
孟
夫

『

六
朝
都
督
制
研
究』

、
渓
水
社
、
二
〇
〇
一
年
、

二
九
〜
五
二
頁
。



東

洋

学

報

第
九
十
七
巻

28

四
一
二

(
41)

小
尾
孟
夫
前
掲
註

(

40)

書
、
二
九
〜
一
二
〇
頁
。
周
振
鶴
前

掲
註

(

17)

書
、
三
三
七
〜
三
三
九
頁
。
小
尾
は
こ
の
よ
う
な
複
数

の
刺
史
に
対
す
る
都
督
の
軍
事
的
支
配
を

｢

多
州
都
督
制｣

と
呼
ん

で
い
る
。

(

42)

小
尾
孟
夫
前
掲
註

(

40)

書
、
八
八
〜
一
二
〇
頁
。
周
振
鶴
前

掲
註

(

17)

書
、
三
三
七
〜
三
三
九
頁
。

(

43)

厳
耕
望
前
掲
註

(
17)

書
、
一
五
一
〜
一
五
五
頁
。

(

44)

厳
耕
望
前
掲
註

(

17)
書
、
五
〇
五
〜
五
二
九
・
五
三
七
〜
五

四
一
頁
。

(

45)

鎌
田
重
雄

『

秦
漢
政
治
制
度
の
研
究』

、
日
本
学
術
振
興
会
、

一
九
六
二
年
、
三
〇
四
〜
三
一
三
頁
。

(

46)
『

三
国
志』

巻
一
、
武
帝
紀
の
建
安
十
八
年
冬
十
月
条
、
建
安

二
十
年
秋
七
月
条
。

(

47)
『

三
国
志』

巻
三
、
明
帝
紀
、『

晋
書』

巻
五
、
懐
帝
紀
の
永
嘉

六
年
八
月
己
亥
条
に
見
え
る

｢

陰��
尉
董
沖｣

が
最
後
の
事
例
で

あ
る
。『

通
典』

巻
三
六
・
三
七
に
も
魏
・
晋
の
官
品
に
は

｢
州
郡

國�
尉｣

が
見
え
る
が
、
劉
宋
の
官
品
に
は
見
え
な
い

(

厳
耕
望
前

掲
註

(

17)

書
、
四
〇
四
〜
四
〇
七
頁
を
参
照)

。

(

48)

石
井
仁
前
掲
註

(

38)

論
文
、
一
〇
〜
一
五
頁
。
高
句
麗
に
お

い
て
も
、
褥
薩
は
直
属
部
隊
を
有
し
て
道
使
の
軍
隊
を
軍
事
的
に
監

督
す
る
一
方
で
、
行
政
に
お
け
る
道
使
へ
の
直
接
的
な
関
与
は
で
き

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
刺
史
を
兼
ね
る
こ
と
が
普
遍
的
で

は
な
い
た
め
に
治
所
の
行
政
権
が
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
曹

魏
・
西
晋
の
都
督
と
も
性
格
が
異
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

(

49)

東
晋
・
南
北
朝
に
お
い
て
は
、
都
督
や
刺
史
の
治
所
ま
た
は
行

政
的
な
管
轄
区
域
内
の
郡
太
守
は
、
そ
の
上
佐

(

長
史
・
司
馬)

が

兼
任
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た

(

厳
耕
望
前
掲
註

(

17)

書
、
一
八
四

〜
一
九
一
・
五
六
〇
〜
五
六
六
頁)

。

(

50)
｢�

至
國�
上
大
開
土
地
好
太
聖
王
、��
父
□�
、
恩�
奴

客
牟
頭
婁
□
□
牟
、��
令
北
夫
餘
守
事
。｣

(｢

牟
頭
婁
墓
誌
銘｣)

｢

守
事｣

と

｢

太
守｣

の
類
似
性
を
指
摘
し
た
見
解
と
し
て
は
、
林

起
煥
前
掲
註

(

６)

書
、
一
五
〇
〜
一
五
四
頁
、

前
掲
註

(

５)

書
、
二
四
二
〜
二
五
七
頁
な
ど
が
あ
る
。

(

51)

窪
添
慶
文

｢

楽
浪
郡
と
帯
方
郡
の
推
移｣

『

東
ア
ジ
ア
世
界
に

お
け
る
日
本
古
代
史
講
座』

三
、
学
生
社
、
一
九
八
〇
年
、
四
八
〜

五
〇
頁
。
窪
添
慶
文
は
先
端
の
技
術
・
思
想
な
ど
は
習
熟
し
た
人
間

の
派
遣
を
媒
介
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

(

52)

林
起
煥
前
掲
註

(

６)

書
、
一
五
一
〜
一
五
四
頁
。
余
昊
奎
前

掲
註

(

27)

書
、
五
二
四
〜
五
三
五
頁
。

(
53)

高
句
麗
は
前
漢
・
後
漢
の
中
央
政
府
に
使
節
を
派
遣
し
た
こ
と

が
見
え
な
い
。
ま
た
、
玄
菟
郡
な
ど
漢
の
郡
県
と
の
交
流
も
境
界
の

｢�
溝�婁｣
を
媒
介
と
す
る
こ
と
で
あ
る
た
め

(『

三
国
志』

巻
三
〇
、



高
句
麗
に
お
け
る
中
国
王
朝
の
地
方
行
政
制
度
の
影
響
に
つ
い
て�
東
俊

第
九
十
七
巻

29

四
一
三

高
句
麗
伝)

、
そ
れ
を
通
じ
て
地
方
行
政
機
構
を
受
容
し
た
と
は
考

え
が
た
い
。

(

54)
二
十
五
年
十
二
月
、
王�
使
詣
燕
、�
質
修
貢
、
以�
其
母
。

燕
王
雋
許
之
、
…

以
王
爲
征
東
大
將
軍
・
營
州
刺
史
、
封
樂
浪
公
、

王
如
故
。(『
三
国
史
記』

巻
一
八
、
高
句
麗
本
紀
六
・
故
国
原
王)

二
年
六
月
、
秦
王
苻
堅�
使
及
浮�
順�
、�
佛
像
經
文
。
王�

使
廻
謝
、
以
貢
方
物
。(
同

小
獣
林
王)

(

55)

前
燕
は
慕
容
儁
期

(
三
四
八
〜
三
六
〇)

で
あ
る
三
五
二
年
前

後
に

｢

太
守｣

の
上
に

｢

刺
史｣
を
設
置
し
た
と
推
定
さ
れ
る

(

池

培
善

『

中
世
東
北
亜
史
研
究

慕
容
王
国
史

』

、
一
潮
閣
、

一
九
八
六
年
、
一
五
〇
〜
一
五
四
頁)
。
前
秦
は
苻
健
期

(

三
五
一

〜
三
五
五)

か
ら

｢

州
牧｣

と

｢

刺
史｣
の
存
在
が
見
え

(

朴
漢
済

『

中
国
中
世
胡
漢
体
制
研
究』

、
一
潮
閣
、
一
九
八
八
年
、
五
九
〜
六

九
頁)

、｢

太
守｣

も

『

晋
書』

苻
生

(

三
五
五
〜
三
五
七)

・
苻
堅

の
載
記
に
多
く
見
え
る
。

(

56)

池
培
善
前
掲
註

(

55)

書
、
五
四
〜
五
五
・
一
〇
九
〜
一
一
二

頁
。

(

57)
｢

４
〜
５

高
句
麗

中
国
系
流
移
民

｣
『

』

六
八
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
韓
国
学
研

究
院
、
二
〇
一
五
年
、
一
二
三
頁
の
表
一
。

(

58)�冬
寿
の
墓
は
、
一
九
四
九
年
に
黄
海
道
安
岳
郡
で
発
見
さ
れ
た

高
句
麗
時
代
の
壁
画
古
墳
で
あ
り
、
築
造
様
式
や
壁
画
の
存
在
な
ど

か
ら
後
漢
〜
曹
魏
に
お
け
る�
室
墓
の
影
響
が
強
い
石
室
墓
で
あ
る
。

そ
の
墨
書
銘
に
は
、｢

使
持��
督�
軍
事�
東
將
軍
護
撫
夷
校
尉

樂
浪
□
昌
黎
玄
菟
帶
方
太
守��
侯｣

と
い
う
彼
の
官
名
が
記
さ
れ

て
い
る
。

(

59)�冬
利
の
墓
は
、
一
九
三
二
年
に
平
壌
駅
の
構
内
で
発
見
さ
れ
た

高
句
麗
時
代
の�
室
墓
で
あ
る
。
そ
の
紀
年�
に
は
、｢�
東
韓
玄

菟
太
守｣

と
い
う
彼
の
官
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

(

60)
｢

６

高
句
麗

北
魏
末
流
移
民

｢

遊
人｣｣

『

東
方
学
志』

一
七
〇
、
延
世
大
学
校
国
学
研
究
院
、
二
〇
一
五
年
、

一
一
〜
二
四
頁
。

(

61)

鄭
東
俊

｢

高
句
麗
・
百
済
律
令
に
お
け
る
中
国
王
朝
の
影
響
に

つ
い
て
の
試
論

所
謂

｢

泰
始
律
令
継
受
説｣

を
め
ぐ
っ
て

｣

『

国
史
学』

二
一
〇
、
二
〇
一
三
年
、
二
三
頁
。

(

62)
『

』

、

、
二
〇
〇
六
年
、
一
三
一

〜
一
四
四
頁
。

(

63)

前
掲
註

(

62)

書
、
二
〇
八
〜
二
一
一
頁
。

(

64)

前
掲
註

(

62)

書
、
一
九
三
〜
二
一
一
・
二
三
二
〜
二

三
八
頁
。

(
65)

孔
錫
亀

『

高
句
麗
領
域
拡
張
史
研
究』

、
書
景
文
化
社
、
一
九

九
八
年
、
七
二
〜
七
三
頁
。
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(
66)

前
掲
註

(

57)

論
文
、
一
二
七
〜
一
二
九
頁
。

(
67)
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

前
掲
註

(

57)

論
文
、
一
一
四

〜
一
一
七
頁
を
参
照
。

(

68)

高
句
麗
か
ら
東
晋
・
南
朝
に
使
節
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
高
翼

(

四
一
三)

・
馬
婁

(

四
二
四)

・
董
騰

(

四
五
五)

な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る

(『

宋
書』
巻
九
七
、
高
句
驪
国
伝)

。

(

69)

後
漢
か
ら
の
亡
命
者
と
旧
帯
方
郡
出
身
者
は
、
高
句
麗
で
新
し

い
政
治
勢
力
を
形
成
す
る
た
め
に
、
中
国
王
朝
の
法
制
度
に
関
す
る

専
門
知
識
を
も
っ
て
高
句
麗
の
王
権
に
近
づ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
結
果
、
彼
ら
の
後
裔
は
五
世
紀
以
降
に
高
句
麗
の
官
人
と
し
て

活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
勢
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

唯
一
の
存
立
基
盤
で
あ
る
中
国
王
朝
の
法
制
度
に
関
す
る
専
門
知
識

を
六
世
紀
以
降
も
持
ち
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。

(

成
均
館
大
学
校
史
学
科
兼
任
教
授)
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